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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】平成29年2月23日(2017.2.23)

【公開番号】特開2016-111909(P2016-111909A)
【公開日】平成28年6月20日(2016.6.20)
【年通号数】公開・登録公報2016-037
【出願番号】特願2015-61362(P2015-61362)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｋ   9/02     (2006.01)
   Ｈ０２Ｋ   7/18     (2006.01)
   Ｈ０２Ｋ  11/30     (2016.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｋ    9/02     　　　Ｃ
   Ｈ０２Ｋ    7/18     　　　Ｂ
   Ｈ０２Ｋ   11/00     　　　Ｘ

【手続補正書】
【提出日】平成29年1月18日(2017.1.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コイルが巻回されたステータ、及び前記ステータに対向し内燃機関の回転駆動軸に固定
されるロータを有するモータ部と、
　前記ステータの通電を制御する制御部と、を備え、
　前記内燃機関の駆動用として用いられる回転電機ユニットの配置構造であって、
　前記モータ部と前記制御部とが前記内燃機関の回転軸方向に並ぶように一体的に設けら
れ、
　前記モータ部及び前記制御部は、前記内燃機関の冷却風通路内に配置され、かつ前記制
御部が前記内燃機関の有するシリンダの側方に配置されることを特徴とする回転電機ユニ
ットの配置構造。
【請求項２】
　前記モータ部と前記制御部との間に、熱抵抗構造を有することを特徴とする請求項１に
記載の回転電機ユニットの配置構造。
【請求項３】
　前記内燃機関と前記制御部とが互いに離間して配置されることを特徴とする請求項１ま
たは請求項２に記載の回転電機ユニットの配置構造。
【請求項４】
　コイルが巻回されたステータ、及び前記ステータに対向し内燃機関の回転駆動軸に固定
されるロータを有するモータ部と、
　前記ステータの通電を制御する制御部と、
　前記モータ部と前記制御部とをそれぞれ別々にまたは一体的に支持するベース部と、を
備え、
　前記内燃機関の駆動用として用いられる回転電機ユニットであって、
　前記制御部は、前記内燃機関の冷却風通路内に配置されることを特徴とする回転電機ユ
ニット。
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【請求項５】
　前記モータ部と前記制御部との間に、熱抵抗構造を有することを特徴とする請求項４に
記載の回転電機ユニット。
【請求項６】
　前記熱抵抗構造は、前記ベース部に形成された孔、溝及び凹部の少なくとも何れか１つ
からなることを特徴とする請求項５に記載の回転電機ユニット。
【請求項７】
　前記熱抵抗構造は、前記ベース部に形成された孔であり、
　前記ベース部には、前記孔に、前記冷却風通路内の冷却風を導くための風導入壁が設け
られていることを特徴とする請求項６に記載の回転電機ユニット。
【請求項８】
　前記制御部は、制御部ケースを有し、前記制御部ケースは、前記ベース部と一体形成さ
れることを特徴とする請求項４～請求項７の何れか１項に記載の回転電機ユニット。
【請求項９】
　前記モータ部と前記制御部との間に、熱抵抗体を有することを特徴とする請求項４～請
求項７の何れか１項に記載の回転電機ユニット。
【請求項１０】
　前記ベース部と前記制御部との間に、前記熱抵抗体を設け、
　前記熱抵抗体は、該熱抵抗体を厚さ方向に貫通するように形成された熱抵抗体通気孔を
有し、該熱抵抗体通気孔と前記ベース部に形成された通気孔とが互いに連通することを特
徴とする請求項９に記載の回転電機ユニット。
【請求項１１】
　前記ベース部と前記制御部との間に、前記熱抵抗体を設け、
　前記熱抵抗体は、該熱抵抗体の面方向に沿うように形成された通気溝を有することを特
徴とする請求項９に記載の回転電機ユニット。
【請求項１２】
　前記ベース部は、前記内燃機関のケーシングに一体的に取り付けられることを特徴とす
る請求項４～請求項１１の何れか１項に記載の回転電機ユニット。
【請求項１３】
　前記モータ部と、前記制御部とは、別体のベース部に支持されており、前記モータ部側
の前記ベース部と、前記制御部側の前記ベース部とを前記熱抵抗体を介して連結したこと
を特徴とする請求項９～請求項１１の何れか１項に記載の回転電機ユニット。
【請求項１４】
　前記コイルは、前記ステータから引き出されて直接前記制御部に接続されていることを
特徴とする請求項４～請求項１３の何れか１項に記載の回転電機ユニット。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記の課題を解決するために、本発明に係る回転電機ユニットの配置構造は、コイルが
巻回されたステータ、及び前記ステータに対向し内燃機関の回転駆動軸に固定されるロー
タを有するモータ部と、前記ステータの通電を制御する制御部と、を備え、前記内燃機関
の駆動用として用いられる回転電機ユニットの配置構造であって、前記モータ部と前記制
御部とが前記内燃機関の回転軸方向に並ぶように一体的に設けられ、前記モータ部及び前
記制御部は、前記内燃機関の冷却風通路内に配置され、かつ前記制御部が前記内燃機関の
有するシリンダの側方に配置されることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　このように構成することで、内燃機関の冷却風通路内を利用して制御部の配置スペース
を確保するとともに、制御部に対して冷却風が積極的に吹き付けられるために制御部の冷
却性を確保することができる。
　また、冷却風通路内に制御部を取り付けるための別部材を必要とすることなく、冷却風
通路内に制御部を配置できる。また、回転電機ユニットの小型を図ることができる。
　さらに、シリンダの側方の空間を利用して制御部を配置できるとともに、シリンダを冷
却するための冷却風を利用して制御部を冷却できる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
＜第二実施形態＞
　図５は、本発明の第二実施形態における回転電機ユニット２の図３に相当する矢視図で
ある。
　第二実施形態は、第一実施形態に対して、制御部ケース７１を一体形成したベース部７
２を備えるとともに断熱材６０を無くした点で特に異なり、その他は略同一である。また
、第一実施形態と同一構成には同一符号を付して詳細説明は省略する。
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